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本日の授業内容

①産褥1日目の予測
～情報の読み取りと解釈～

本日はこちら

②予測から導き出した
助産ケアを考えよう



産褥1日目の経過①

10：00

S：夜は少し休めました。傷は立ったり座ったりすると痛いですが痛み

止め飲めば大丈夫です。最後は朝ごはんの後に飲みました。

 トイレに行きたい感じは少しわかるようになってきました。

なるべく時間でトイレに行くようにしています。

     水分は500mlくらい飲んでるかなと思います。

     今日からシャワーを浴びてもよいですか？

O：悪露交換実施。創部腫脹・離開なし。出血少量。

  悪露交換後、シャワー浴実施。気分不快・めまい・ふらつきなし。

尿意は回復傾向にあり、残尿感なし。

 



産褥1日目の経過②

11：00

S：今日から同じ部屋で過ごせるので嬉しいです。出来れば母乳で育て

  たくて…これからおっぱいってでてきますか？まだ抱っこも慣れない

  ですが、少しずつ頑張っていきたいです。

O：初回授乳指導・母児同室指導実施。本日より母子同室開始する。

  母乳希望あり。表情良い。

  Ⅱb型短乳頭。左右２～３本開通、にじむ程度。乳頭硬め、伸展性、

  柔軟性不良のため、乳頭マッサージ後に交差横抱きにて直接授乳実施。

手技はぎこちないが見守りにてポジショニング良好。

  介助にて吸啜できるが、徐々に浅飲みになる傾向あり。

  ５分１クールずつ授乳後、ミルク10ml補足した。児の哺乳力良好。



産褥1日目の経過③

1４：00

S：13時ごろ１回泣いたのでおっぱいあげてみましたが、ちょっとだけ

  しか吸ってくれませんでした。今、おしっこをしていたのでおむつ

  をかえたところです。さっき目を開けてくれたので夫に写真送り

ました。かわいいですね。

吸い付くまでに時間がかかってしまいます。授乳って難しいですね。

O：訪室すると児に話しかけながらおむつ交換をしている。

  手技はスムーズ。おむつ交換後、自ら乳頭マッサージを行う。

  乳頭痛なし。交差横抱きにて授乳実施。乳頭短く吸啜までに時間が

かかるが、介助にて吸啜良好。

５分１クール授乳後、ミルク10ml補足。児の哺乳力良好。



課 題

★課題２ → ７月６日（月）8：40提出

様式７－①
産褥１日目の結果（得られた情報、情報の解釈、反応、実施、結果）



授乳によるホルモンの変動



乳汁分泌の５段階

ホルモンに
よって母乳の
分泌が調整さ
れる
エンドクリン
コントロール

赤ちゃんが飲
んだ分だけ母
乳を作る
オートクリン
コントロール

ポイント



乳汁産生量と新生児の生理学的な胃の許容量
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